
諫早市社会福祉協議会だより

お互い助け合う「感謝」の気持ちと「諫早市社会福祉協議会」の意味を
込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。

2022
Vol.200

この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで作成しています
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おかげさまで

　このたび、平成17年に発行した広報紙「かんしゃ」がおかげさまで200号を迎えました。地域の皆さま
とのつながりや日頃の支えあい活動に感謝するとともに、これからも誰もが安心して支え合いながら暮ら
せる地域づくりを広げていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

みなさまへの「かんしゃ」の気持ちを込め、諫早市社協 寺井雄一会長が題字　　　　を書きました。
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おばあさん！
わたし持っていこうか？

次から玄関の前に置いて
くれたら、わたしが出すよ！

ありがとう、玄関までなら
できそうだわ！ 助かるよ

おかえり～！

ただいま～！

“できる” ことは ある！

みんなが 暮らしやすいまちで あり続けるために
　最近よく耳にする SDGs。社協の目指す SDGs は「持続可能な地域」
をつくること、そのために「誰ひとり取り残さない」社会を実現することを
目指しています。
　それは、「すべての人が支え合いながら、地域で“ともに生きていく"」社会。
これからの未来に向けて、私たちにできることを、４コママンガをもとに
考えてみませんか。

　私たちが暮らす諫早市には、子どもからお年寄り、障害のある人も
ない人も、みんな同じ地域に暮らしています。
　自分にできること、支えてもらったら助かることは、それぞれ違い
ます。例えば、ゴミ袋をゴミステーションまで運ぶことは大変だけど、
ゴミをまとめ、家の前まで出すことはできる。
　子どもだから、お年寄りだから、障害があるからと全てに手を差し
伸べるのではなく、できることは見守り、困っていることにそっと手
を差し伸べる。見守る勇気が、今できる力を持ち続けることへつなが
ります。

４月のふれあい福祉相談
　日常生活における様々な心配ごと・悩み
ごとなど、何でもおたずねください。

　財産、権利擁護など、法律上の悩み
ごとなどをおたずねください。

一
般
相
談

開 設 日

開設時間

場　　所

月曜日～金曜日
（祝祭日を除く）

午前10時～午後３時

ふれあい福祉相談センター
（諫早市社会福祉会館内）
【専用電話】23－7022

無
料
専
門
相
談

開 設 日

開設時間

場　　所

４月22日(金)
弁護士

午後１時30分～４時

諫早市社会福祉協議会
電話　24－5100

※専門相談は、10日前までに予約を
　お願いします。

相談してみよう!相談してみよう! 安心して暮らそう!安心して暮らそう!
　経済的な悩みやご家族のことなど、ひとりでは解決できない、
人には話しにくい困りごとはありませんか。
　秘密を守りながら、相談員が一人ひとりの状況に合わせ、専門
家や関係機関と連携し、一緒に解決していきます。

　認知症高齢者や知的または精神障害
のある方など、判断能力に不安がある
方が安心して暮らせるためにお手伝い
をします。
　もし、次のようなことに心当たりが
あれば、まずはご相談ください。

□ 福祉サービスの利用のしかたがわか
　 らない
□ 通帳や印鑑をよく失くしてしまう
□ ひとりでお金の管理をすることが
　 不安
詳しくは
諫早市社協  日常生活自立支援事業

見守る勇気をもとう!

　手を差し伸べられた方も、支えてもらうばかりではありません。重
いものを持てなくても、家の近くで子どもを見守ることができます。
支える側、支えられる側に分かれることなく、すべての人が役割を持ち、
お互いが声をかけあい、支え合うことが大切です。

声をかけあおう!

　わたしたちは、加齢や病気、事故や障害等によって生活のしづらさ
に直面することがあります。道路の段差、ゴミステーションの金属製
の蓋の重さなど、これまで感じなかった生活のあれこれ。
　すぐに解決できることもありますが、話し合いを重ね、時間がかか
ることもあります。気づきを声に出すことは、解決への第一歩です。
みんなが暮らしやすいまちであり続けるために、まずは自分にできる
ことからはじめていきたいですね。

気づきを行動に移そう!

くらしにツナガルSDGs!
エスディージーズ
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会長

人口

高齢
化率

德永　秋男
4，729人
（令和４年２月１日現在）

39.9％

小長井地区社会福祉協議会って
どんなことしているの？

※

地
区
社
協
と
は
、お
お
む
ね
小
学
校
区
を
単
位
と
し
、地
域
や
そ
の
住
民
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
発
見
し
地
域
で
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
住
民
組
織
で
す
。

●ふれあいいきいきサロン（16箇所）

●ひとり暮らし高齢者の集い（年１回）

●福祉協力員設置（12人）

●世代間交流（年６回）

●広報紙発行（年１回）

シ
リ
ー
ズ
地
区
社
協　
第
30
回

　

小
長
井
地
域
は
、
佐
賀
県
と
の
県
境
に
あ
り
、
多
良

連
山
を
背
に
南
の
有
明
海
へ
扇
状
に
広
が
る
丘
陵
地
帯

で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

人
口
４
，
７
２
９
人
、
高
齢
化
率
は
39
・
９
％
と
高
く
、

小
長
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
集
い
な
ど
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
支
え
合
い
の
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
10
年
後
、
15
年
後
を
見
据
え
た
小
長

井
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
、
話
し

合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
も
あ
り
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
閉

じ
こ
も
り
や
孤
立
に
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
身
近
に
寄
れ
る
公
民
館
な
ど
で

実
施
さ
れ
、
集
ま
っ
た
高
齢
者
は
、
自
然
と
会
話
が
弾

み
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
参
加
者
の
会
話
に
耳
を
傾
け
る
と
、
日
頃
の

心
配
ご
と
や
見
守
り
が
必
要
な
方
の
存
在
な
ど
、
地
域

の
福
祉
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

解
決
の
た
め
に
地
区
社
協
は
関
係
機
関
と
協
力
し
、
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
住
民
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
地
区
社

協
で
は
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
何
事
も
継
続
す

る
こ
と
が
大
事
。
そ

の
た
め
に
は
工
夫
も

欠
か
せ
な
い
。
地
域

に
住
む
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
こ
と
と
し

て
と
ら
え
、
知
恵
を

だ
し
あ
い
、
協
力
し

あ
え
る
組
織
づ
く
り

を
目
指
そ
う
!
」
と

声
を
か
け
あ
っ
て
い

ま
す
。
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支
え
合
い
の

　
　
　

町
づ
く
り

〜
小
長
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
〜

高
齢
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
地
域

い
ま
、で
き
る
こ
と

ボランティア協力者

困った人（依頼者）

地区社協事務局 民生委員 自治会など

諫早市社会福祉協議会

ができました！
　本会の活動情報や地域の福祉活動など様々
な情報をより多くの人に届けるため、開設し
ました。友だち登
録特典として、生
活応援クーポンを
プレゼント中!
　右のＱＲコード
を読み込むか
「＠166drrzh」ID
検索してください。
　ぜひご登録をお
願いします。

※支え合いの町づくり構想図

令和３年度「心の花展」WEB展示会
～障害者美術手工芸作品展～

令和３年度「心の花展」WEB展示会
～障害者美術手工芸作品展～

◆公開期間：令和４年３月31日㈭まで
◆公開場所：諫早市社会福祉協議会ホームページ

表紙上部のイラストは、きぼうの里　松井さんの作品です。表紙上部のイラストは、きぼうの里　松井さんの作品です。

諫早市社協　心の花展
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印
刷
：
合
資
会
社
真
光
社
印
刷 諫早市社会福祉協議会だより「かんしゃ」では、広報誌に関するご意見、地域で行われる福祉活動や行事の情報を皆様から募集しています。

編集
発行

社会福祉法人 諫早市社会福祉協議会
〒854-0045　諫早市新道町948番地
TEL 0957-24-5100　FAX 0957-24-5101
ホームページ　http://isahaya-shakyo.jp
　　　　　　　（諫早市社会福祉協議会で検索ください）

follow
me

令和３年度　諫早市社会福祉協議会表彰
　諫早市の社会福祉の発展と向上に
貢献いただいたことに深く感謝の意
を表すとともに、今後より一層のご
活躍をお祈り申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症急拡大
のため、今年度の表彰式は開催を中
止し、個別に表彰状を授与させてい
ただきました。

　受賞者名簿（敬称略）
　民生委員・児童委員（８年以上）
　　池田　伸二・西野　昇・嘉村　喜美子・篠崎　秀子
　社会福祉団体役員又は社会福祉施設役員（10年以上）
　　石丸　智英・岩永　寛一・森　セツ・増山　ナツ子
　　松永　章子
　社会福祉団体職員又は社会福祉施設職員（30年以上）
　　田嶋　文代

Interview 活動を通じて心に残ったことを伺いました

　主任児童委員になり、心温まるたくさんの出来
事があります。
　小学校での図書ボランティアをしていたとき、
読み聞かせに来ていた児童が親となり、「子育て
サロン」に子どもを連れて声をかけてくれたとき
は、成長に感動を覚え、笑みがこぼれました。
　地域の方々とのつながりが広がり、現在は主に、
登下校の見守りや子育てサロンの運営、地域の集
いの場「めだか」でのボランティアを通して地域
の子どもや保護者を見守っています。主任児童委
員は、地域での活動を通して、近くで子どもの成
長を見守るという魅力があります。
　困ったときに気軽に相談してもらえるように、
日ごろから顔の見える関係づくりを大切にし、活動
に取り組んでいます。

主任児童委員　嘉村　喜美子さん
　保育士は子どもと一緒に自身も成長することが
できる魅力ある仕事です。保育の始まりは朝の挨
拶から。毎日顔を見ていると、子どもや保護者の
方のちょっとした変化に気づき、声をかけること
ができます。毎朝の挨拶が気軽に相談しやすい関
係づくりにつながります。
　長年勤務していると卒園後も子どもたちや保護
者の方々が声をかけてくださり、子どもたちの成
長を見ることができ、嬉しさで胸がいっぱいにな
ります。なかには卒園児が親になり、２世代に渡
り保育することもあり、感慨深さを感じることも。
私がこうして長年継続勤務できたのは子どもた
ち、保護者の方々の笑顔と職場、家族の協力の賜
物です。様々な方の支えがあったからこそ、今が
あります。今後も笑顔で
活動を続けて行きま
す。

真生保育園　主任保育士　田嶋　文代さん

※主任児童委員は、地域の
　子どもたちが元気に安心
　して暮らせるように、子
　どもと親の抱える問題に
　対して相談・支援活動を
　行っています。

あなたの

　募集します

社協広報紙「かんしゃ」の題字とイラストをお寄せください！ 
■応募方法：①縦10㎝×横2.5㎝の枠内に自由に「かんしゃ」の文字
　　　　　　②正方形の枠にイラスト
　それぞれ自由にデザインし、社協へ郵送ください。また、幸せを感じるときや、
感謝の気持ちを抱いたときなど、一言添えてご応募ください。みなさんの「かん
しゃ」お待ちしています！
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